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が生じた 6。そしてしかも，当時のヨーロッパのリズム論者 ― L. クラーゲス，M. ギカ，P. セルヴィ
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からすれば，動きは当然ながら絶対
的な前提条件である」と記しているのは偶然ではない。一つの形態的秩序を取るマクロコスモスと
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を思わせる 1927 年の作品と，かなりイレギュラーではあれ升目で構成されている 1932 年の作品の間




























































次に「イコール無限 Gleich Unendlich」という 1932 年の絵を取り上げてみたい。その多くは（紫
と白の間でグラデーションする）灰色の無数の点が水平のモザイク状に ― スーラのように ― 画面



















発見で数学の世界における無限の概念が大きな変化を遂げたことを指摘する。例えば 0 と 1 の間の数直
線上の点は無限にある。ところがカントールの発見によれば（いわゆる対角線論法），その無限集合に
全ての実数（有理数と無理数）を含めると，それは，全ての可算数が続いていく無限集合 ― その個々
の数には倍数などの形で必らず 1 対 1 の対応が可能でなければならない ― よりもずっと大きい無限
集合なのである。可算の無限ならぬこの無限の集合は，もはや神と同じようないわゆる実無限である。
図 5　クレー，「イコール無限」（1932 年）
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58」。クレーのこの絵で等式
の向こう側が空白ならぬ点 ― 場合によっては読点？ ― の連続であることは，興味深い偶然である。
5.「綱渡り」
図 6　クレー，「綱渡り」（1923 年）












































本稿は 2012-13 年度科研費（基盤 C）の成果である。
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［注］
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3　 Henri Maldiney, Art et existence, Paris, 1985, p. 206. エスクーバはマルディネに倣い，リズムは「客観化可能な力
の下にある隠された力」，いわば「根源の感受性 l’archi-sensibilité」であるとも言う（L’espace picturale, op. cit., p. 
129）。
4　H. Maldiney, op.cit., p. 46.
5　E. Escoubas, L’espace picturale, op. cit., p. 180.　
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のドイツで特に顕著だったとして，芸術家からカンディンスキー，クレー，キルヒナー等を例にとる（Jan Schall, 
“Rhythmic Time in Modern German Art”, in : Tempus Fugit : Time Files, Kansas City, 2001, p. 68 sq）。
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象徴以外の象徴，すなわち芸術作品の表す思考，コンセプトに還元できない思考を強調している（Ernst Cassirer, 
Écrits sur l’art, Paris, 1995, p. 134）。この時代は勿論ウィトゲンシュタインも，言語と思考の対応関係を当然のもの
とする考えを深く疑問視していた。
8　 ここではマルディネの表現を借りた。マルディネはヘルダーリンがこの詩的な表現への移行の動き（Transport）を「メ
タファー Metapher」と名付けたと指摘する（H. Maldiney, Art et Existence, op. cit., p. 43）。またヘルダーリンはソフォ
クレス論で，機械的に「数えられるステータス gesezliche Kalkul」と「生ける意味 lebendige Sinn」の相関関係なら
びに「表象，感情，論理」の連続の「均衡 Gleichgewicht」について指摘する（cf. Friedrich Hölderlin, Fragments de 
poétique, Paris, 2006, pp. 394-396）。
9　 Paul Klee, Théorie de l’art moderne, Paris, 1998, p. 46. 強調はクレー本人による。これは「静止を組織」したアング
ルに対して自分を位置づける言葉であり，『造形思考』の中に収録されている。
10　P. Klee, ibid., p. 57.
11　 P. Klee, Journal, Paris, 1959, p. 29.「カオス」から出発する「母性的な手」（p. 178）を巡るポンタリスのコメント
参照のこと（J.-B. Pontalis, Perdre de vue, Paris, 1988）。
12　Ibid., p. 34.
13　 ドゥルーズによれば，この言葉は，絵画が見えるようにするのは「力」であることを示している（Gilles Deleuze, 
Logique de la sensation, Paris, 1981, p. 39）。あるいはポンタリスによれば，絵画自体が見えるもののなかに見えな
い次元，視覚喪失の次元をはらんでいることの暗示である（op. cit.）。そしてブルーメンベルクは『自然の模倣』で，
クレーが見えるもの以外の真実を指摘しそれを形にしようとしたことを挙げ，それは（見える）自然界が模倣の対象
でなくなったこの時期の有意義な成果であるとする（Hans Blumenberg, L’imitation des modernes, Paris, 2010, p. 88）。
14　P. Klee, ibid., p. 96.
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Hölderlin, op. cit., p. 397）。
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